
(57)【要約】

【課題】　本発明の課題は、奥行きの厚さを極力薄くで

きる有機ＥＬ表示装置を提供することにある。また、本

発明の他の課題は、耐湿性に優れた有機ＥＬ表示装置を

提供することにある。

【解決手段】　一方の面に少なくとも有機発光体層が形

成された第１基板と、前記第１基板の前記有機発光体層

が形成された面に対向して配置される第２基板とを備え

、前記第１基板と前記第２基板との固着は壁体を介して

なされ、前記第２基板は、前記有機発光体層と対向する

面に、前記第２基板の第１の辺に沿って延在したスペー

サを有する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 方 の 面 に 少 な く と も 有 機 発 光 体 層 が 形 成 さ れ た 第 １ 基 板 と 、
　 前 記 第 １ 基 板 の 前 記 有 機 発 光 体 層 が 形 成 さ れ た 面 に 対 向 し て 配 置 さ れ る 第 ２ 基 板 と を 備
え 、
　 前 記 第 １ 基 板 と 前 記 第 ２ 基 板 と の 固 着 は 壁 体 を 介 し て な さ れ 、
　 前 記 第 ２ 基 板 は 、 前 記 有 機 発 光 体 層 と 対 向 す る 面 に 、 前 記 第 ２ 基 板 の 第 １ の 辺 に 沿 っ て
延 在 し た ス ペ ー サ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 前 記 第 １ の 辺 に 隣 接 す る 第 ２ の 辺 に 併 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、
　 前 記 ス ペ ー サ の 形 状 は 、 矩 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 乃 至 ３ に お い て 、
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 前 記 隔 壁 と ほ ぼ 同 じ 高 さ で あ る こ と を 特 徴 と す る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ
ネ セ ン ス 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
一 方 の 面 に 少 な く と も 有 機 発 光 体 層 が 形 成 さ れ た 第 １ 基 板 と 、
　 前 記 第 １ 基 板 の 前 記 有 機 発 光 体 層 が 形 成 さ れ た 面 に 対 向 し て 配 置 さ れ る 第 ２ 基 板 と を 備
え 、
　 前 記 第 １ 基 板 の 一 方 の 面 に 、 隔 壁 と 、 隔 壁 と 前 記 第 １ の 基 板 と の 間 に 形 成 さ れ た 配 線 と
を 備 え 、
　 前 記 隔 壁 と 前 記 第 ２ 基 板 と が 接 着 剤 を 介 し て 固 着 さ れ 、
　 前 記 第 １ 基 板 と 前 記 第 ２ 基 板 と の 間 に 封 止 空 間 が 設 け ら れ 、 該 封 止 空 間 側 の 第 ２ の 基 板
面 に 乾 燥 剤 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 装 置 （ 以 下 、 有 機 Ｅ Ｌ （ (Electro Luminescence)） 表
示 装 置 と 称 す ） は 、 観 察 す る 側 の 透 明 基 板 の 裏 面 の 各 画 素 毎 に 独 立 し て 発 光 が な さ れ る 有
機 Ｅ Ｌ 積 層 体 か ら な る 有 機 発 光 体 層 が 形 成 さ れ て い る 。
  そ し て 、 前 記 透 明 基 板 は 、 そ の 裏 面 の 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 積 層 体 を 囲 む よ う に し て 取 り 付 け ら
れ た 封 止 キ ャ ッ プ と と も に 該 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 外 囲 器 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 該 封 止 キ ャ ッ プ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 積 層 体 が 周 囲 に 存 在 す る 水 分 に よ っ て 影 響 を 受 け や す い こ
と か ら 、 前 記 透 明 基 板 と と も に 該 有 機 Ｅ Ｌ 積 層 体 の 周 囲 を 密 閉 空 間 と す る こ と に よ っ て 、
耐 湿 性 の 向 上 を 図 っ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 構 成 か ら な る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 そ の 封 止 キ ャ ッ プ が 平 板
状 の 透 明 基 板 と 組 み 合 わ せ て 前 記 密 閉 空 間 を 形 成 さ せ る た め 、 う つ わ （ 器 ） 状 に 成 型 さ れ
た 形 状 を な し た も の で あ っ た 。
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  こ の た め 、 該 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 奥 行 き の 厚 さ が 比 較 的 大 き く な っ て し ま う と い う 不 都
合 が 生 じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 封 止 キ ャ ッ プ の 内 側 面 に 乾 燥 剤 含 有 層 を 塗 布 し て 、 耐 湿 効 果 を 図 っ て い る の が 通
常 で あ る が 、 こ の 乾 燥 剤 含 有 層 の 形 成 が 比 較 的 困 難 で あ る と い う 不 都 合 が 生 じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 基 づ い て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 奥 行 き の 厚 さ を 極
力 薄 く で き る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
  ま た 、 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 耐 湿 性 に 優 れ た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 願 に お い て 開 示 さ れ る 発 明 の う ち 、 代 表 的 な も の の 概 要 を 簡 単 に 説 明 す れ ば 、 以 下 の
と お り で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 手 段 １ ．
  本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 た と え ば 、 一 方 の 面 に 少 な く と も 有 機 発 光 体 層 が 形
成 さ れ た 透 明 基 板 と 、 こ の 透 明 基 板 の 前 記 有 機 発 光 体 層 が 形 成 さ れ た 面 に 対 向 し て 配 置 さ
れ る 平 板 状 の 基 板 と を 備 え 、
  前 記 基 板 の 前 記 透 明 基 板 と の 固 着 は 壁 体 を 介 し て な さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 手 段 ２
  本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 た と え ば 、 手 段 １ の 構 成 を 前 提 と し 、 前 記 平 板 状 の
基 板 の 前 記 有 機 発 光 体 層 と 対 向 す る 面 に は 乾 燥 剤 が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 手 段 ３ ．
  本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 た と え ば 、 手 段 ２ の 構 成 を 前 提 と し 、 前 記 乾 燥 剤 は
壁 体 の 近 傍 に て 他 の 部 分 よ り も 量 が 多 く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 手 段 ４ ．
  本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 た と え ば 、 手 段 １ の 構 成 を 前 提 と し 、 前 記 壁 体 は 透
明 基 板 側 に 形 成 さ れ た も の と 平 板 状 の 基 板 側 に 形 成 さ れ た も の を 有 し 、 そ れ ら は 位 置 が ず
れ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 手 段 ５ ．
  本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 た と え ば 、 一 方 の 面 に 少 な く と も 有 機 発 光 体 層 が 形
成 さ れ た 透 明 基 板 と 、 こ の 透 明 基 板 の 前 記 有 機 発 光 体 層 が 形 成 さ れ た 面 に 対 向 し て 配 置 さ
れ る 平 板 状 の 基 板 と を 備 え 、
  前 記 基 板 の 前 記 透 明 基 板 と の 固 着 は 壁 体 を 介 し て な さ れ て い る と と も に 、 前 記 壁 体 に 囲
ま れ た 前 記 基 板 の 前 記 透 明 基 板 と の 間 に ス ペ ー サ が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 手 段 ６ ．
  本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 た と え ば 、 手 段 ５ の 構 成 を 前 提 と し 、 前 記 ス ペ ー サ
は 前 記 壁 体 の 形 成 の 際 に 同 時 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
  な お 、 本 発 明 は 以 上 の 構 成 に 限 定 さ れ ず 、 本 発 明 の 技 術 思 想 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の
変 更 が 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 以 上 説 明 し た こ と か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に よ れ ば 、 奥 行
き の 厚 さ を 極 力 薄 く で き る よ う に な る 。 ま た 、 耐 湿 性 に 優 れ た も の を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 実 施 例 を 図 面 を 用 い て 説 明 を す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 実 施 例 １ ．
  《 全 体 の 構 成 》
  図 ２ は 、 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 全 体 の 平 面 図 で あ る 。 同 図 は
等 価 回 路 で 示 し て い る が 、 実 際 の 幾 何 学 的 配 置 に ほ ぼ 対 応 さ せ て 描 い て い る 。
  同 図 に お い て 、 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ が あ る 。 こ の 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ は 観 察 者 側 に 配 置 さ れ
、 観 察 者 は 該 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ を 通 し て 表 示 を 観 察 す る よ う に な っ て い る 。
  透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ の 裏 面 に は 、 そ の ｘ 方 向 に 延 在 し ｙ 方 向 に 並 設 さ れ た ゲ ー ト 信 号 線 Ｇ
Ｌ と y方 向 に 延 在 し ｘ 方 向 に 並 設 さ れ た ド レ イ ン 信 号 線 Ｄ Ｌ と が 形 成 さ れ て い る 。
  各 ゲ ー ト 信 号 線 Ｇ Ｌ と 各 ド レ イ ン 信 号 線 Ｄ Ｌ と で 囲 ま れ た 領 域 は 画 素 領 域 を 構 成 す る と
と も に 、 こ れ ら 各 画 素 領 域 の マ ト リ ク ス 状 の 集 合 体 は 画 像 表 示 部 Ａ Ｒ を 構 成 す る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 図 中 ｘ 方 向 に 配 置 さ れ る 各 画 素 に 共 通 に 対 向 電 極 信 号 線 Ｃ Ｌ が 形 成 さ れ 、 こ の 対
向 電 極 信 号 線 Ｃ Ｌ は 他 の 対 向 電 極 信 号 線 Ｃ Ｌ と 共 通 に 接 続 さ れ て い る 。
  各 画 素 領 域 に は 、 そ の 片 側 の ゲ ー ト 信 号 線 Ｇ Ｌ か ら の 走 査 信 号 に よ っ て 作 動 さ れ る 薄 膜
ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ と 、 こ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ を 介 し て 片 側 の ド レ イ ン 信 号 線 Ｄ Ｌ
か ら の 映 像 信 号 が 供 給 さ れ る 画 素 電 極 Ｐ Ｘ が 形 成 さ れ て い る 。
  こ の 画 素 電 極 Ｐ Ｘ は 、 前 記 対 向 電 極 信 号 線 Ｃ Ｌ と 接 続 さ れ る 対 向 電 極 Ｃ Ｔ と で 有 機 Ｅ Ｌ
か ら な る 発 光 材 料 層 Ｆ Ｌ Ｒ を 挟 持 す る よ う に 構 成 さ れ 、 該 発 光 材 料 層 Ｆ Ｌ Ｒ は そ れ に 流 れ
る 電 流 に よ っ て 発 光 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 ゲ ー ト 信 号 線 Ｇ Ｌ の そ れ ぞ れ の 一 端 は 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ の 周 辺 に ま で 延 在 さ れ 、 そ
の 延 在 端 は 走 査 信 号 駆 動 回 路 Ｖ の 出 力 端 子 が 接 続 さ れ る 端 子 を 構 成 す る よ う に な っ て い る
。 ま た 、 前 記 走 査 信 号 駆 動 回 路 Ｖ の 入 力 端 子 は 該 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ の 周 辺 に 配 置 さ れ る プ
リ ン ト 基 板 （ 図 示 せ ず ） か ら の 信 号 が 入 力 さ れ る よ う に な っ て い る 。
  走 査 信 号 駆 動 回 路 Ｖ は た と え ば テ ー プ キ ャ リ ア 方 式 で 形 成 さ れ た 複 数 個 の 半 導 体 装 置 か
ら な り 、 互 い に 隣 接 す る 複 数 の ゲ ー ト 信 号 線 Ｇ Ｌ 毎 に グ ル ー プ 化 さ れ 、 こ れ ら 各 グ ル ー プ
毎 に 一 個 の 半 導 体 装 置 が あ て が わ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 同 様 に 、 前 記 ド レ イ ン 信 号 線 Ｄ Ｌ の そ れ ぞ れ の 一 端 も 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ の 周 辺 に ま で 延
在 さ れ 、 そ の 延 在 端 は 映 像 信 号 駆 動 回 路 Ｈ ｅ の 出 力 端 子 が 接 続 さ れ る 端 子 を 構 成 す る よ う
に な っ て い る 。 ま た 、 前 記 映 像 信 号 駆 動 回 路 Ｈ ｅ の 入 力 端 子 は 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ の 周 辺 に
配 置 さ れ る プ リ ン ト 基 板 （ 図 示 せ ず ） か ら の 信 号 が 入 力 さ れ る よ う に な っ て い る 。
  こ の 映 像 信 号 駆 動 回 路 Ｈ ｅ も テ ー プ キ ャ リ ア 方 式 で 形 成 さ れ た 複 数 個 の 半 導 体 装 置 か ら
な り 、 互 い に 隣 接 す る 複 数 の ド レ イ ン 信 号 線 Ｄ Ｌ 毎 に グ ル ー プ 化 さ れ 、 こ れ ら 各 グ ル ー プ
毎 に 一 個 の 半 導 体 装 置 が あ て が わ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 各 ゲ ー ト 信 号 線 Ｇ Ｌ は 、 走 査 信 号 駆 動 回 路 Ｖ か ら の 走 査 信 号 に よ っ て 、 そ の 一 つ が
順 次 選 択 さ れ る よ う に な っ て い る 。
  ま た 、 前 記 各 ド レ イ ン 信 号 線 Ｄ Ｌ の そ れ ぞ れ に は 、 映 像 信 号 駆 動 回 路 Ｈ ｅ に よ っ て 、 前
記 ゲ ー ト 信 号 線 Ｇ Ｌ の 選 択 の タ イ ミ ン グ に 合 わ せ て 映 像 信 号 が 供 給 さ れ る よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ の 前 記 ゲ ー ト 信 号 線 Ｇ Ｌ 、 ド レ イ ン 信 号 線 Ｄ Ｌ お よ び 薄 膜 ト

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-324261 A 2006.11.30



ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ 等 が 形 成 さ れ た 側 の 面 に 、 そ の 画 像 表 示 部 Ａ Ｒ を 充 分 に 被 う よ う に し て
封 止 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ が 対 向 配 置 さ れ 、 こ の 封 止 基 板 の 周 辺 に 形 成 さ れ た 封 止 壁 体 Ｓ Ｗ に よ っ
て 前 記 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ と 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ こ で 、 該 封 止 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ は 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ と 同 様 に 平 板 状 を な し そ の 材 料 と し て
は た と え ば ス テ ン レ ス 、 透 明 基 板 か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 前 記 封 止 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２
は 特 に 上 述 し た 材 料 の も の に 限 定 は さ れ ず 、 他 の 材 料 で あ っ て も よ い 。
  透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ と 封 止 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ と の 間 の 空 間 に は た と え ば 窒 素 （ Ｎ ） 等 の 不 活 性
ガ ス が 充 填 さ れ て い る と と も に 、 該 封 止 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ の 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ と 対 向 す る 面 に
は 乾 燥 剤 が 塗 布 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 上 述 し た 実 施 例 で は 、 走 査 信 号 駆 動 回 路 Ｖ お よ び 映 像 信 号 駆 動 回 路 Ｈ ｅ は 透 明 基
板 Ｓ Ｕ Ｂ １ と プ リ ン ト 基 板 と の 間 を 跨 っ て 接 続 さ れ る い わ ゆ る テ ー プ キ ャ リ ア 方 式 の 半 導
体 装 置 を 示 し た も の で あ る が 、 た と え ば 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ に 搭 載 さ れ た チ ッ プ 状 の 半 導 体
装 置 で あ っ て も よ く 、 さ ら に 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ の 半 導 体 層 が 多 結 晶 シ リ コ ン
（ ｐ － Ｓ ｉ ） か ら 構 成 さ れ る 場 合 、 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ 面 に 前 記 多 結 晶 シ リ コ ン か ら な る 半
導 体 素 子 を 配 線 層 と と も に 形 成 さ れ た も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 《 画 素 の 構 成 》
　 図 ３ は 、 前 記 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ の 面 に 形 成 さ れ た 一 画 素 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で 、 該 透 明
基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ の 観 察 側 と 反 対 側 か ら 観 た 図 を 示 し て い る 。 ま た 、 図 ４ は 図 ３ の IV－ IV線 に
お け る 断 面 図 を 示 し て い る 。
  図 ３ に お い て 、 ま ず 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ の 表 面 に Ｓ ｉ Ｏ あ る い は Ｓ ｉ Ｎ か ら な る 下 地 層 Ｇ
Ｗ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 下 地 層 Ｇ Ｗ は 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ に 含 ま れ る イ オ ン 性 不 純 物 が 後
述 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ に 影 響 を 及 ぼ す の を 回 避 す る た め に 形 成 さ れ て い る 。
  こ の 下 地 層 Ｇ Ｗ の 各 画 素 領 域 の た と え ば 左 下 の 個 所 に ｘ 方 向 に 延 在 す る ポ リ シ リ コ ン 層
か ら な る 半 導 体 層 Ｐ Ｓ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 半 導 体 層 Ｐ Ｓ は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ の
半 導 体 層 と な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 こ の 半 導 体 層 Ｐ Ｓ を も 被 っ て 該 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ の 表 面 に は 絶 縁 膜 Ｇ Ｉ が 形 成 さ れ て
い る 。 こ の 絶 縁 膜 Ｇ Ｉ は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ の 形 成 領 域 に お い て ゲ ー ト 絶 縁 膜 と し て
機 能 す る も の で あ る 。
  こ の 絶 縁 膜 Ｇ Ｉ の 表 面 に は そ の ｘ 方 向 に 延 在 し ｙ 方 向 に 並 設 さ れ る ゲ ー ト 信 号 線 Ｇ Ｌ が
形 成 さ れ て い る 。 こ の ゲ ー ト 信 号 線 Ｇ Ｌ は 後 述 の ド レ イ ン 信 号 線 Ｄ Ｌ と で 前 記 画 素 領 域 を
画 す る よ う に し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 こ の ゲ ー ト 信 号 線 Ｇ Ｌ は 、 そ の 一 部 に お い て 前 記 半 導 体 層 Ｐ Ｓ の ほ ぼ 中 央 部 を 横
切 る よ う に し て 延 在 さ れ る 延 在 部 が 形 成 さ れ 、 こ の 延 在 部 は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ
ー ト 電 極 Ｇ Ｔ と し て 機 能 す る よ う に な っ て い る 。
  な お 、 こ の ゲ ー ト 電 極 Ｇ Ｔ の 形 成 後 に は そ れ を マ ス ク と し て 不 純 物 イ オ ン が 打 ち 込 ま れ
、 該 ゲ ー ト 電 極 Ｇ Ｔ の 直 下 以 外 の 領 域 の 前 記 半 導 体 層 Ｐ Ｓ の 部 分 は 低 抵 抗 化 さ れ る よ う に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ゲ ー ト 信 号 線 Ｇ Ｌ （ ゲ ー ト 電 極 Ｇ Ｔ ） を も 被 っ て 前 記 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ の 表 面 に は 絶 縁 膜 Ｉ Ｎ
が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 絶 縁 膜 Ｉ Ｎ は 後 述 の ド レ イ ン 信 号 線 Ｄ Ｌ の 形 成 領 域 に お い て 前 記
絶 縁 膜 Ｇ Ｉ と と も に ゲ ー ト 信 号 線 Ｇ Ｌ に 対 す る 層 間 絶 縁 膜 と し て の 機 能 を 有 す る 。
  絶 縁 膜 Ｉ Ｎ の 表 面 に は そ の ｙ 方 向 に 延 在 さ れ ｘ 方 向 に 並 設 さ れ る ド レ イ ン 信 号 線 Ｄ Ｌ が
形 成 さ れ て い る 。 こ の ド レ イ ン 信 号 線 Ｄ Ｌ の 一 部 は 前 記 半 導 体 層 Ｐ Ｓ の 一 端 部 に ま で 延 在
さ れ 、 絶 縁 膜 Ｉ Ｎ お よ び 絶 縁 膜 Ｇ Ｉ を 貫 通 し て 予 め 形 成 さ れ た ス ル ー ホ ー ル Ｔ Ｈ １ を 通 し
て 該 半 導 体 層 Ｐ Ｓ と 接 続 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 ド レ イ ン 信 号 線 Ｄ Ｌ の 前 記 延 在 部 は 薄 膜
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ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ の ド レ イ ン 電 極 Ｓ Ｄ １ と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 前 記 半 導 体 層 Ｐ Ｓ の 他 端 部 に は 絶 縁 膜 Ｉ Ｎ お よ び 絶 縁 膜 Ｇ Ｉ を 貫 通 し て 予 め 形 成
さ れ た ス ル ー ホ ー ル Ｔ Ｈ ２ を 通 し て 接 続 さ れ た ソ ー ス 電 極 Ｓ Ｄ ２ が 形 成 さ れ 、 こ の ソ ー ス
電 極 Ｓ Ｄ ２ は 後 述 の 画 素 電 極 Ｐ Ｘ と 接 続 さ せ る た め の 延 在 部 が 形 成 さ れ て い る 。
  そ し て 、 こ の よ う に ド レ イ ン 信 号 線 Ｄ Ｌ （ ド レ イ ン 電 極 Ｓ Ｄ １ ） 、 ソ ー ス 電 極 Ｓ Ｄ ２ が
形 成 さ れ た 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ の 表 面 に は 絶 縁 膜 Ｉ Ｌ が 形 成 さ れ 、 そ の 上 面 に は さ ら に 積 層 さ れ て
絶 縁 膜 Ｉ Ｎ Ｌ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 絶 縁 膜 Ｉ Ｎ Ｌ の 上 面 に は 、 各 画 素 領 域 の 僅 か な 周 辺 を 除 く 中 央 に た と え ば Ｉ Ｔ Ｏ （
Indium Tin Oxide） 等 の 透 光 性 の 導 電 膜 か ら な る 画 素 電 極 Ｐ Ｘ が 形 成 さ れ 、 こ の 画 素 電 極
Ｐ Ｘ は 該 絶 縁 膜 Ｉ Ｎ Ｌ お よ び 絶 縁 膜 Ｉ Ｌ に 形 成 し た ス ル ー ホ ー ル Ｔ Ｈ ３ を 通 し て 前 記 薄 膜
ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ の ソ ー ス 電 極 Ｓ Ｄ ２ と 接 続 さ れ て い る 。
  画 素 電 極 Ｐ Ｘ が 形 成 さ れ た 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ の 表 面 に は た と え ば 有 機 材 料 層 か ら な る バ
ン ク 膜 Ｂ Ｎ Ｋ が 形 成 さ れ 、 こ の バ ン ク 膜 Ｂ Ｎ Ｋ 膜 は そ の 一 部 が 孔 開 け さ れ て 前 記 画 素 電 極
Ｐ Ｘ の 周 辺 を 除 く 中 央 部 が 露 出 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 こ の バ ン ク 膜 Ｂ Ｎ Ｋ お よ び こ の バ ン ク 膜 Ｂ Ｎ Ｋ か ら 露 出 さ れ た 画 素 電 極 Ｐ Ｘ の
表 面 に は 有 機 Ｅ Ｌ か ら な る 発 光 材 料 層 Ｆ Ｌ Ｒ が 形 成 さ れ て い る 。
  そ し て 、 こ の 発 光 材 料 層 Ｆ Ｌ Ｒ の 表 面 の 全 域 に は た と え ば ア ル ミ ニ ゥ ム か ら な る 対 向 電
極 Ｃ Ｔ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 前 記 ア ル ミ ニ ゥ ム は 発 光 材 料 層 Ｆ Ｌ Ｒ を 介 し て 画 素
電 極 Ｐ Ｘ と 対 向 す る 部 分 に お い て 対 向 電 極 Ｃ Ｔ と し て 機 能 し 、 そ れ 以 外 の 部 分 は 図 ２ に 示
し た 対 向 電 極 信 号 線 Ｃ Ｌ と し て 機 能 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 こ の 発 明 で は 前 記 画 素 構 成 を 有 す る も の に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 他 の 構 成 、 す
な わ ち 、 正 孔 注 入 層 、 電 子 注 入 層 、 あ る い は 電 子 輸 送 層 と 称 さ れ る 層 が 追 加 さ れ た 構 成 、
あ る い は 前 記 バ ン ク 層 Ｂ Ｎ Ｋ が 存 在 し な い 構 成 の も の に あ っ て も 適 用 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 《 封 止 壁 体 》
  図 １ は 、 図 ２ の I－ I線 に お け る 断 面 を 示 し た 図 で あ る 。 同 図 に お い て 、 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ
１ の ゲ ー ト 信 号 線 Ｇ Ｌ 、 ド レ イ ン 信 号 線 Ｄ Ｌ 、 お よ び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ が 形 成 さ れ
た 面 に 対 向 す る よ う に し て 封 止 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ が 配 置 さ れ て い る 。
  こ の 封 止 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ の 周 辺 に は 封 止 壁 体 Ｓ Ｗ が 形 成 さ れ 、 こ の 封 止 壁 体 Ｓ Ｗ は 透 明 基
板 Ｓ Ｕ Ｂ １ と 接 着 剤 Ａ Ｄ を 介 し て 固 着 さ れ る こ と に よ っ て 、 該 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ の 画 像 表
示 部 Ａ Ｒ の 面 側 に は 密 閉 空 間 を 構 成 す る よ う に な っ て い る 。
  こ の 密 閉 空 間 に は 例 え ば 窒 素 （ Ｎ ） 等 の 不 活 性 ガ ス が 充 填 さ れ 、 前 記 発 光 材 料 層 Ｆ Ｌ Ｒ
を 化 学 的 に 安 定 さ せ る よ う に 図 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 こ の 不 活 性 ガ ス が 充 填 さ れ た 密 閉 空 間 は 、 該 不 活 性 ガ ス 中 に お い て 、 透 明 基 板 Ｓ
Ｕ Ｂ １ に 対 す る 封 止 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ の 組 み 立 て を 行 な う こ と に よ っ て 形 成 す る こ と が で き る
。
  こ の よ う に 構 成 し た 場 合 、 封 止 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ は 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ と 同 様 に 平 板 状 の 基 板
を 用 い る こ と が で き る た め 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 奥 行 き の 長 さ Ｗ を 小 さ く で き る 効 果 を 奏
す る 。
  そ し て 、 前 記 封 止 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ の 前 記 封 止 壁 体 Ｓ Ｗ に 囲 ま れ る 表 面 に お い て 乾 燥 剤 Ｄ Ｒ
が た と え ば 塗 布 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 乾 燥 剤 Ｄ Ｒ は 前 記 封 止 壁 体 Ｓ Ｗ に 囲 ま れ る
表 面 の ほ ぼ 全 域 に わ た っ て 形 成 さ れ 、 こ れ に よ り 前 記 密 閉 空 間 に お け る 乾 燥 効 率 の 拡 大 を
図 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 封 止 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ は 平 板 状 の 基 板 か ら な る こ と か ら 、 そ の 表 面 の ほ ぼ 全 域 に 該 乾 燥 剤 Ｄ
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Ｒ を 塗 布 す る こ と は 容 易 な 作 業 と し て 行 な う こ と が で き る 。
  な お 、 こ の 乾 燥 剤 Ｄ Ｒ は 前 記 発 光 材 料 層 Ｆ Ｌ Ｒ の 湿 気 に よ る 劣 化 を 防 止 せ ん た め に 設 け
ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 前 記 封 止 壁 体 Ｓ Ｗ の 外 側 の 壁 面 に は 、 そ の 上 下 の 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ お よ び 封 止 基
板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ の 一 部 を も 含 ん で た と え ば エ ポ キ シ 樹 脂 Ｅ Ｏ が 塗 布 さ れ 、 こ の エ ポ キ シ 樹 脂 Ｅ
Ｏ に よ っ て 該 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ お よ び 封 止 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ 内 の 密 閉 空 間 へ の 湿 気 の 侵 入 を 防
止 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 実 施 例 ２ ．
　 図 ５ は 、 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 他 の 実 施 例 を 示 す 構 成 図 で 、 図 １ に 対 応 し た
図 と な っ て い る 。
  図 １ と 比 較 し て 異 な る 構 成 は 乾 燥 剤 Ｄ Ｒ に あ る 。 す な わ ち 、 封 止 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ の 面 に 形
成 さ れ る 乾 燥 剤 Ｄ Ｒ の う ち 、 特 に 、 封 止 壁 体 Ｓ Ｗ の 近 傍 に あ る 乾 燥 剤 Ｄ Ｒ １ の 単 位 面 積 当
た り の 量 が 、 そ れ 以 外 の 領 域 に あ る 乾 燥 剤 Ｄ Ｒ の 単 位 面 積 当 た り の 量 よ り も 多 く 形 成 さ れ
て い る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 前 記 乾 燥 剤 Ｄ Ｒ １ の 形 成 領 域 を た と え ば 多 層 構 造 と す る こ と に よ り 他
の 領 域 の 乾 燥 剤 Ｄ Ｒ よ り も 量 の 増 大 化 を 図 っ て い る 。
  外 部 か ら の 湿 気 の 侵 入 は 封 止 壁 体 Ｓ Ｗ の 形 成 部 か ら な さ れ る こ と に 鑑 み 、 こ の 封 止 壁 体
Ｓ Ｗ の 近 傍 で 湿 気 吸 収 能 力 を 増 大 さ せ よ う と す る も の で あ る 。
  有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 が 大 型 化 さ れ る に 従 っ て 発 光 材 料 層 Ｆ Ｌ Ｒ の 湿 気 に よ る 劣 化 の 不 都 合
を 無 視 す る こ と が で き な く な る こ と か ら 、 上 述 し た 構 成 が 有 効 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 実 施 例 ３ ．
　 図 ６ は 、 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 他 の 実 施 例 を 示 す 構 成 図 で 、 図 １ に 対 応 し た
図 と な っ て い る 。
  図 １ と 比 較 し て 異 な る 構 成 は 封 止 壁 体 に あ る 。 す な わ ち 、 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ お よ び 封 止
基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ の そ れ ぞ れ に 封 止 壁 体 Ｓ Ｗ １ お よ び Ｓ Ｗ ２ が 形 成 さ れ 、 一 方 の 封 止 壁 体 に 対
し て 他 方 の 封 止 壁 体 は 該 一 方 の 封 止 壁 体 の 外 側 あ る い は 内 側 に 位 置 を ず ら し て 形 成 し て い
る 。
  こ の よ う に し た 場 合 、 湿 気 の 侵 入 経 路 は ラ ビ リ ン ス 状 の 経 路 と な り 、 該 湿 気 の 防 止 効 果
の 向 上 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 た と え ば 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ に 形 成 さ れ た 封 止 壁 体 Ｓ Ｗ １ は 封
止 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ に 形 成 さ れ た 封 止 壁 体 Ｓ Ｗ ２ に 対 し て 外 側 お よ び 内 側 に 形 成 さ れ 、 ３ つ の
前 記 各 封 止 壁 体 が 一 組 と し て 形 成 さ れ る 封 止 壁 体 の 幅 ｗ を 一 定 に し て 形 成 で き る 効 果 を 奏
す る 。
  透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ に 形 成 さ れ た 一 対 の 封 止 壁 体 Ｓ Ｗ １ は そ の 間 に 充 填 さ れ る 接 着 剤 Ａ Ｄ
の 封 止 壁 と な り 、 該 封 止 壁 を 乗 り 越 え て 画 像 表 示 部 Ａ Ｒ 側 へ 侵 入 す る の を 防 ぐ こ と が で き
る か ら で あ る 。
  ま た 、 前 記 接 着 剤 Ａ Ｄ は 光 硬 化 性 の も の を 用 い る こ と に よ り 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 Ｕ Ｖ
光 の 照 射 に よ っ て 容 易 に 該 接 着 剤 Ａ Ｄ を 硬 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 実 施 例 ４ ．
　 図 ７ は 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 他 の 実 施 例 を 示 し た 平 面 図 で 、 た と え ば 封 止 基
板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ の 封 止 壁 体 の 内 部 に お い て ス ペ ー サ Ｓ Ｐ を 散 在 さ せ て 形 成 し た こ と に あ る 。
  図 ７ （ ａ ） は 、 該 ス ペ ー サ Ｓ Ｐ の 形 状 を 丸 型 に し 、 封 止 壁 体 Ｓ Ｗ の 内 部 に ほ ぼ 均 等 に 散
在 さ せ て 配 置 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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　 こ の ス ペ ー サ Ｓ Ｐ は 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ と 封 止 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ と の 間 の ギ ャ ッ プ を 均 一 化 さ
せ る た め の も の で 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 が 大 型 化 し た 場 合 、 あ る い は 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ あ る
い は 封 止 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ の う ち 少 な く と も 一 方 に お い て 剛 性 が 充 分 で な い 場 合 に 有 効 と な る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の ス ペ ー サ Ｓ Ｐ は 封 止 壁 体 Ｓ Ｗ と ほ ぼ 同 じ 高 さ に 形 成 す る こ と か ら 、 該 封 止 壁 体 Ｓ Ｗ
の 形 成 と 同 時 に 形 成 で き 、 こ の よ う に し た 場 合 製 造 工 数 の 増 大 を 回 避 す る こ と が で き る 。
  な お 、 こ れ ら 各 ス ペ ー サ Ｓ Ｐ は 封 止 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ 上 に 乾 燥 剤 Ｄ Ｒ を 介 し て 形 成 し て も よ
く 、 ま た 、 該 乾 燥 剤 Ｄ Ｒ の 選 択 的 除 去 部 に 形 成 し て も よ い こ と は も ち ろ ん で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ７ （ ｂ ） は 前 記 ス ペ ー サ Ｓ Ｐ の 形 状 を 変 化 さ せ た も の で 、 図 中 ｙ 方 向 に 延 在 さ せ ｘ 方
向 に 並 設 さ せ た 矩 形 状 の ス ペ ー サ Ｓ Ｐ を 設 け て い る 。 同 様 に ｘ 方 向 に 延 在 さ せ ｙ 方 向 に 並
設 さ せ た ス ペ ー サ Ｓ Ｐ を 設 け る よ う に し て も よ い こ と は も ち ろ ん で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 さ ら に 、 こ の 実 施 例 で は 、 前 記 ス ペ ー サ Ｓ Ｐ を 封 止 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ 側 に 形 成 し た も の で あ
る が 、 透 明 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ 側 に 形 成 す る よ う に し て も よ い こ と は い う ま で も な い 。
  上 述 し た 各 実 施 例 は そ れ ぞ れ 単 独 に 、 あ る い は 組 み 合 わ せ て 用 い て も 良 い 。 そ れ ぞ れ の
実 施 例 で の 効 果 を 単 独 で あ る い は 相 乗 し て 奏 す る こ と が で き る か ら で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 構 成 図 で 、 図 ２ の I－ I線 に お け
る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 画 素 の 一 実 施 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の IV－ IV線 に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 他 の 実 施 例 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 他 の 実 施 例 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 他 の 実 施 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 Ｓ Ｕ Ｂ １ … … 透 明 基 板 、 Ｓ Ｕ Ｂ ２ … … 封 止 基 板 、 Ｓ Ｗ … … 封 止 壁 体 、 Ａ Ｄ … … 接 着 剤 、
Ｄ Ｒ … … 乾 燥 剤 、 Ｇ Ｌ … … ゲ ー ト 信 号 線 、 Ｄ Ｌ … … ド レ イ ン 信 号 線 、 Ｔ Ｆ Ｔ … … 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ 、 Ｐ Ｘ … … 画 素 電 極 、 Ｃ Ｔ … … 対 向 電 極 、 Ｆ Ｌ Ｒ … … 発 光 材 料 層 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(9) JP 2006-324261 A 2006.11.30



【 図 ７ 】

(10) JP 2006-324261 A 2006.11.30



专利名称(译) 有机电致发光显示装置

公开(公告)号 JP2006324261A 公开(公告)日 2006-11-30

申请号 JP2006214622 申请日 2006-08-07

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社日立制作所

申请(专利权)人(译) 日立显示器有限公司

[标]发明人 石井克彦
三輪広明
小林節郎

发明人 石井 克彦
三輪 広明
小林 節郎

IPC分类号 H05B33/04 H01L51/50

FI分类号 H05B33/04 H05B33/14.A G09F9/30.365 G09F9/30.365.Z H01L27/32

F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC23 3K107/CC43 3K107/DD39 3K107/EE42 3K107/EE53 3K107
/EE54 3K107/EE55 3K107/FF15 5C094/AA15 5C094/BA27 5C094/DA07 5C094/EC10

其他公开文献 JP4664877B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

本发明的目的在于提供一种有机EL显示装置，其能够使深度厚度尽可能
薄。 本发明的另一个目的是提供一种具有优异的耐湿性的有机EL显示装
置。 第一基板在其一个表面上至少形成有有机发光层，以及第二基板，
其布置成面对其上形成有有机发光层的第一基板的表面。 第一基板和第
二基板经由壁体彼此固定，并且第二基板沿着第二基板的第一侧面设置
在面对有机发光层的表面上。 它具有扩展的垫片。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/9bfacc47-721a-401c-9c48-836141371744
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037543750/publication/JP2006324261A?q=JP2006324261A

